
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生会通信 2023.6 
発  行：SAITO MEDICAL GROUP 
編集制作：医療法人共生会 企画広報部 
〒088-3465 川上郡弟子屈町川湯温泉 4-8-30 
TEL 015-483-3121 
https://saitomedical.jp/ 

ともにいきるかい VOL.59 
感染症関連情報 

川湯の森病院 近況 

消防設備点検実施 

定期的に行われている消防設備の点検が 6 月 5 日にありました。 

院内の非常放送設備や火災報知器などの機器や、2 階のバルコニーに設置してある脱出シュ

ーターが正常に使用可能かどうか確認しました。 

社会医療法人 明生会 

SAITO MEDICAL GROUP 

情報元：厚生労働省 

新型コロナウイルスの感染予防 

現在、追加接種としてどのようなワクチンを受 

令和 5 年 

 

既成概念を突き抜ける私たちの強い信念と、 

「患者さんと私たち、自分たちとその家族」 

を象徴する２つの円が、ともに生きる姿を表現しています。 

SAITO MEDICAL GROUP 

GROUP シンボルマーク 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父の日（6 月 18 日） 

農園園芸課だより 

スタッフ募集中 

川湯の森病院では、介護スタッフを募集（ハローワークにて情報公開）しています。 

介護に興味のある方、一度見学に来てみませんか？ 

栄養課だより 

5 月の行事食は「端午の節句」でした。 

 

スイカとメロンの苗を植えました。トマト、キュウリ、さやえんどうが実をつけていま

す。収穫したバナナの根元から脇芽が育っています。 

 

6 月の第三日曜日が父の日になります。 

諸説ありますが、起源は母の日と同じアメリカが発祥で南北戦争までさかのぼります。 

アメリカ、ワシントン州に住んでいたソノラ・スマート・ドッドという女性の嘆願から

始まったといわれています。ソノラの父は戦後の大変な時期にもかかわらず、男手一つ

で子ども 6 人を立派に育て上げました。彼女が教会の神父に「母の日」があるなら父親

に感謝する「父の日」も作ってほしいと願い出ました。 

翌年の 1910 年 6 月 19 日に最初の「父の日」の祝典が開催されました。そこから毎

年 6 月の第三日曜日が「父の日」をなりました。 

「父の日」の活動が始まったのは 1909 年ですが、アメリカで正式に国の記念日として

制定されたのは 1972 年と比較的最近です。 

日本で「父の日」が広まり始めたのは、戦後間もなくの頃です。日本に広く知れ渡った

のは 1980 年代と言われています。デパートや百貨店が母の日のプレゼントと同じく、

父の日でもプレゼントを買ってもらおうという販売戦略としてイベント化したことが、

急速にひろまったきっかけと言われています。 

おいしい健康食レシピ  

さつま芋のポタージュスープ 

1. さつま芋の皮をむき、一口大に切って、水にさ

らしておく。 

2. たまねぎを薄切りにする。 

3. さつま芋を耐熱容器に入れて、レンジで加熱し

て柔らかくする。 

4. 温かいうちにさつま芋を潰してペースト状に

する。 

5. 厚手の鍋にバターを入れ、たまねぎを弱火でゆ

っくり炒める。 

6. たまねぎが柔らかくなったら、牛乳、コンソメ、

塩を入れて混ぜ合わせる。 

7. 何回かに分けてミキサーにかける。 

8. ペースト状にしたさつま芋を入れて温める。 

9. 器に盛り、乾燥パセリを散らしたら完成です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ 分量（1 人分） 
  材料 

・さつま芋        80ｇ 

・たまねぎ        30ｇ 
・バター               10ｇ 
・コンソメ         3ｇ 

・塩           1.25ｇ 
・牛乳          30ｍｌ 
・乾燥パセリ       適量 

・水           2.5ｇ 

こちらのメニューは、川湯の森病院と同グ

ループの老人ホーム「森の家しらかば」で

実際に提供された食事です。 

https://shirakaba.tomoni-ikirukai.jp/ 


